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2026年 11月９日 

各 位 

会 社 名  売れるネット広告社 グループ株式会社 

代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長 C E O  植 木 原 宗 平 

（コード番号：9235 東証グロース） 

問 合 せ 先  執 行 役 員  後 藤 祐 弥 

  （TEL 092-834-5520） 
 

 

売れるネット広告社グループ（9235）、 

ビットコイン・セイヴァーが『セキュリティハッキング診断 PRO』を提供開始！ 

～同社が統括するハッカーネットワークが“破られるか”まで実証！ 

固定価格・30日、手動の侵入テストと再診断まで込みの実戦型診断～ 

 

売れるネット広告社グループ株式会社（本社：福岡県福岡市、代表取締役社長 CEO：植木原 宗平、東証グ

ロース市場：証券コード 9235、以下 売れるネット広告社グループ）の連結子会社であるビットコイン・セイ

ヴァー株式会社（以下 ビットコイン・セイヴァー）は、当社グループが 2026年８月に提供を開始したサイ

バーセキュリティ脆弱性診断サービス『セキュリティハッキング診断』の発展版として、脆弱性の洗い出しに

とどまらず「実際に悪用できるか」「どこまで届くか」を安全範囲内の侵入テストで実証する『セキュリティ

ハッキング診断 PRO』の提供を開始いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

【「脆弱性があるか」だけでは、次の一手が決まらない】 

当社グループは 2026年８月、連結子会社である株式会社 SOBAプロジェクトを通じて、中小・中堅企業向けに

『セキュリティハッキング診断』の提供を開始し、攻撃者視点の脆弱性診断を通じて、企業が自社システムの
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現状を把握する第一歩を支援してまいりました。また、その際に、グループ内の事業で連携しているホワイト

ハッカーネットワークとのシナジーを活用したサービス拡大を目指す方針をお示ししております。 

 

一方で、本格的なセキュリティ対策に踏み出す企業にとっては、現状把握の先に次のような課題があるものと

考えております。 

 

・自動スキャンでは、「他人のデータが見える」「手順を飛ばせる」といった権限や業務ロジックの欠陥をほと

んど検出できない 

・検出された脆弱性が実際に悪用できるのか、被害がどこまで及ぶのかが分からず、修正の優先順位を判断し

にくい 

・診断範囲によって費用が膨らみやすく、初めての企業ほど予算を確保しにくい 

・修正後に、脆弱性が本当に解消されたかを確認するところまで手が回らない 

 

『セキュリティハッキング診断 PRO』は、こうした課題に対し、攻撃者の視点をさらに一歩進め、“見つけ

る”から“破られるかを実証し、直ったことまで確かめる”へと診断の役割を引き上げるサービスです。 

 

【『セキュリティハッキング診断 PRO』５つの特長】 

■ ビットコイン・セイヴァーが統括するハッカーネットワークが診断 

ビットコイン・セイヴァーが統括するハッカーネットワークが、診断の実施および報告書の作成を担います。

同社の技術チームには、国際的なハッキング大会で世界１位を獲得した実績を持つエンジニアが参画しており、

暗号資産の復旧・保全支援で培った解析力を、企業システムの検証に活かしてまいります。 

■ VA＋PTの二段構え：“見つける”で終わらせない 

脆弱性診断（VA）で幅広く洗い出したうえで、侵入テスト（PT）により重大な脆弱性の影響を安全範囲内で実

証いたします。スキャナー結果の転記ではなく、「本当に悪用できるか・どこまで届くか」を明らかにいたし

ます。 

■ 診断員による手動検証が中心 

自動ツールでは見つけにくい権限不備（IDOR／BOLA）、ビジネスロジックの欠陥、脆弱性を連鎖させた攻撃経

路を診断員が確認し、誤検知を除去してご報告いたします。 

■ 固定価格・固定範囲：実施期間 30日 

ロール数・業務フロー数・API数の上限を事前に明示するため、見積もりの後出し増額がなく、初めて診断を

受ける企業にも導入しやすい設計といたしました。 

■ 再診断１回込み、重大な脆弱性は 24時間以内に速報 

修正後の効果確認（再診断１回）までを料金に含めております。緊急度の高い脆弱性（Critical）は、報告書

を待たず 24時間以内に速報いたします。 
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図 1 『セキュリティハッキング診断 PRO』の二段構えと報告・修正確認 

 

【サービスメニュー】 

以下の３サービスから、いずれか１つ、または複数を組み合わせてご契約いただけます。いずれも固定価格、

実施期間 30日、再診断１回込みです。料金の詳細は個別にご案内いたします。 

・Webアプリ（会員サイト、業務システム、EC、SaaS）：ロール最大 2、業務フロー最大 3、APIエンドポイン

ト最大 20 

・モバイルアプリ（Androidまたは iOSアプリとその API）：ロール最大 2、業務フロー最大 4、APIエンドポ

イント最大 20 

・公開サイト／ホームページ（WordPress等の CMSサイト、コーポレートサイト）：ページ数の制限なし（認

証機能は対象外） 

 

【30日間の進め方】 

準備から報告書提出までを 30日間で実施いたします（各フェーズの日数は標準的な配分です）。再診断は、修

正完了のご連絡後に、修正済みの項目について実施いたします。 

 

 

図 2 30日間の実施スケジュール 

 

【“攻める”診断を、安全に行うためのルール】 

侵入テストを伴う診断であるため、お客様の業務を止めないための安全管理を徹底いたします。 

・対象システムの管理者から書面で実施承諾をいただいてから着手し、使用する IPアドレスと実施日時を事

前に通知 

・DoS／負荷試験、ソーシャルエンジニアリング、物理侵入、データの削除・改ざん、対象外システムへの横

展開は実施しない 



4 
 

・悪用可能性の実証は影響を示す最小限の操作に止め、障害の兆候等がある場合は即時に診断を中断 

・お預かりしたアカウント情報・診断データは暗号化して保管し、報告完了後 90日以内に削除 

 

【経営層と開発者の双方が動ける報告書】 

診断報告書は、経営層が判断できる要約（総合評価、深刻度別の件数、優先対応事項）と、開発者がそのまま

修正できる詳細（再現手順、証跡、CVSS スコア、修正方法）の両方を備えております。診断は OWASP Top 10、

NIST SP 800-115、IPA『安全なウェブサイトの作り方』等の公開基準に沿って行います。 

 

なお、本サービスは実施時点での限定された範囲の技術的評価であり、脆弱性が全てないことや将来の安全を

保証するものではありません。また、報告書は社内利用を前提としており、取引先等への提出が必要な場合は、

診断実施証明書を別途ご相談いただけます。 

 

【今後の展望】 

当社グループは、『セキュリティハッキング診断』を入口に、本サービスによる実証型の診断、さらに定期診

断・継続監視へと段階的に発展させることで、単発型から継続型のサービスへの展開を推進してまいります。

あわせて、AI導入支援やシステム開発支援など既存事業との連携を検討し、「AI×セキュリティ」のワンス

トップ支援体制の構築を目指してまいります。 

 

本件が 2027年７月期の連結業績に与える影響は現時点では軽微と見込んでおりますが、中長期的には新たな

収益機会の創出および企業価値の向上に資するものと考えております。今後、公表すべき事項が生じた場合に

は、速やかに開示いたします。 

 

売れるネット広告社グループは今後も、AI・サイバーセキュリティ・デジタルマーケティングを中心とした成

長戦略を推進し、企業活動に新たな価値を提供するとともに、持続的な事業成長と企業価値の向上に取り組ん

でまいります。 

以 上 


